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成長した友人や懐かしい恩師と
　　　　　　　久しぶりの再会！
　　　　　　　　　　　　　　　　　( 成人式会場にて )

成長した友人や懐かしい恩師と
　　　　　　　久しぶりの再会！
　　　　　　　　　　　　　　　　　( 成人式会場にて )

平成２６年（２０１４） ２０歳の心境を
　　聞いてみました！
２０歳の心境を
　　聞いてみました！
①成人式（２０歳）を迎えての心境　②今、一番の楽しみ

③将来の目標・夢　④美浦村をどう思いますか？　村に望むこと
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未
来
へ
新
た
な
決
意
！！

未
来
へ
新
た
な
決
意
！！

美
浦
村
成
人
式

　

１
月
１２
日
、
中
央
公
民
館
で
平
成
２６
年
美
浦
村
成
人
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
、
晴
れ
の
門
出
を
迎
え
た
新
成
人
は

２
１
３
名
（
男
性
１
１
８
名
・
女
性
９５
名
）。こ
の
う
ち
式
典
に

参
加
し
た
１
５
６
名
は
旧
友
た
ち
と
再
会
し
、
お
互
い
の
成
長

し
た
姿
に
驚
き
、
喜
び
、
現
在
の
生
活
等
を
確
認
し
合
う
等
、

旧
交
を
温
め
な
が
ら
互
い
に
大
人
の
仲
間
入
り
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
中
島
村
長
が
「
決
し
て
平
坦
な
道
ば
か
り
で
は

な
く
様
々
な
障
害
や
挫
折
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
青
春

は
一
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
こ
と
に
ぜ
ひ
ト
ラ
イ
し
て

く
だ
さ
い
。
目
標
を
高
く
、
情
熱
を
持
っ
て
社
会
に
羽
ば
た
き
、

ふ
る
さ
と
美
浦
村
の
明
る
い
未
来
を
築
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
、

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
新
成
人
の
皆
さ
ん
に
激
励
の
言
葉

を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
や
中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
の

お
祝
い
の
言
葉
に
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
改
め
て
大
人
と
し
て

の
自
覚
と
責
任
を
か
み
し
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

君が代伴奏　小西孝賢さん（土屋）君が代伴奏　小西孝賢さん（土屋）

久しぶりの再会に話が弾む新成人の皆さん久しぶりの再会に話が弾む新成人の皆さん

開式の辞　山口康平さん（下舟子）開式の辞　山口康平さん（下舟子）

一生に一度の記念撮影です一生に一度の記念撮影です

閉式の辞　川﨑 司さん（信太）閉式の辞　川﨑 司さん（信太）式典はおごそかに進められました式典はおごそかに進められました
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君が代伴奏　小西孝賢さん（土屋）

久しぶりの再会に話が弾む新成人の皆さん

開式の辞　山口康平さん（下舟子）

一生に一度の記念撮影です

閉式の辞　川﨑 司さん（信太）式典はおごそかに進められました

33 広報みほ　平成２６年２月号広報みほ　平成２６年２月号

　本日は、私達新成人のためにこ

のような式典を開いていただき、

誠にありがとうございます。

　中学校を卒業してから５年が経

ち、今振り返るととてつもなく早

かったように思います。６年後の

オリンピック開催地が東京に決ま

りましたが、その６年もあっとい

う間に経ってしまうのでしょう。

今の世界を見ていると景気はよくないし、ただでさえ

不安な就活は私達の世代から期間を短くされ、６年後

どころか来年の自分の姿さえ見えないのが現状です。

だから、私は一番近い明日の自分を考えるようにして

います。今日の自分より明日の自分は少しでも成長で

きるように、その日やるべきこと等の目標を決めてい

ます。それが達成できたときには素直に喜び、そうし

た地道な１日１日の積み重ねが、見えない将来を徐々

に明確にしてくれる気がするのです。だから私は今日

という日を、明日という日を大切に生きていきたいと

思っています。自分には今、夢があります。１日を積

み上げていったその先にいる自分がその夢を実現した

姿であるように、私は努力していきたいです。最後に、

そんな私の１日１日を支えてきてくれた大切な家族、

先生方、友達、そして、今この場にいる皆様への感謝

の言葉を述べさせていただきます。２０年間ありがとう

ございました。これからもよろしくお願いいたします。

　本日は、私達のためにこのよう

な盛大な式典を催していただき、

誠にありがとうございます。皆様

からお祝いや激励のお言葉をいた

だき、身の引き締まる想いです。

　私達はこれまで、家族はもちろ

ん、小中学校の先生や多くの地域

の皆様に成長を見守っていただき、

この日を迎えることが出来ました。

　成人となる今、私達は社会の出来事をより身近に、

より多くの視点から真剣に考えなくてはなりません。

東日本大震災からは間もなく３年が経ちますが、今も

約２９万人もの人々が避難生活を余儀なくされています。

私たちに出来ることは何でしょうか。すでに実社会で

働いている者、学業・部活動に励んでいる者、置かれ

た立場に違いはありますが、各々が選んだ道で夢や目

標・責任を持ち、自分を見失わず日々努力し歩んでい

くことで、少しでも社会にお返ししていきたいと思い

ます。私達は皆、今日を心待ちにしておりました。か

けがえのない故郷、美浦で成人を迎えられることを幸

せに、そして誇りに思います。東京オリンピック開催

までには柳のように折れない心の強さ、柔軟さを手に

入れ、社会に貢献できる人間になっていたいです。ま

だまだ未熟な私達ですので、ご指導をよろしくお願い

いたします。本日は本当にありがとうございました。

　本日は、私達新成人のためにこ

のような盛大な式典を催していた

だき、誠にありがとうございます。

　中学校を卒業して早５年の月日

が流れ、私達は新成人と呼ばれる

立場になりました。職に就く者、

学問に励む者、立っている場所は

違っても、それぞれの経験に伴っ

た自分なりの思いを持ってきたは

ずです。私も自分を見つめ直すきっかけとなった生涯

忘れることのない出来事があります。それが一昨々年

の東日本大震災です。私は震災後に被災地を訪れ、あ

るはずの家がなく延々と更地が広がっている光景を目

にしたとき、初めて震災というものを知ったように感

じました。それから、毎日の中で「生きる」ということ、

「自分という１人の人間」について、その他様々なこ

とに思いを巡らせ見えてきたものは、「日々の中で思い

を伝えるということをためらっている自分」でした。

だからこそ成人となった今、「思いを言葉で、行動で表

せる人間」になることが自分の大人への第一歩だと思

います。今この場で伝えたい思い、それは「感謝」です。

自分が成人という一つの節目を迎えることができた背

景には、多くの方々の支えがありました。自分を産み

育ててくれた両親、いつもそばで見守ってくれた祖父

母、面倒を見てくれた先輩、慕ってくれた後輩、自分

を強い人間に育ててくれた少年野球の監督・コーチ、

ここにいる友人とお世話になった先生方、その他にも

数え切れない程の人の支えがあって自分がこの日を迎

えることができたという「感謝」を心から伝えたいです。

成人となった私達には多くの権利、自由が与えられ、

同時に責任という見えない義務が生じてきます。その

意味を理解した上で、一歩一歩着実に今を歩んでいこ

うと思います。まだまだ若輩者の私達ですが、今後と

もご指導の程よろしくお願いいたします。

　本日は、私達のために盛大な式

典を開いていただき、ありがとう

ございます。卒業して早５年、久

しぶりに会う旧友は綺麗になって

いたり逞しくなっていたり、私は

圧倒されました。でも、根本は変

わっておらず、中学生のときのよ

うに楽しくお話しすることができ、

とても嬉しく、当時を思い出して

懐かしく思います。私が今、こうして無事二十歳を迎

えることが出来ているのは、ここまで成長させてくれ

た家族、友人やお世話になった先生方、その他いろい

ろな方々のおかげです。私には夢があります。私の夢

はビックになることです。１０年以内にビッグになって

この村に戻ってきますので、皆さん楽しみにしていて

ください。これからもよろしくお願いいたします。

新成人３名が式典で意見発表を行いました。

新成人の主張

※紙面の都合上、『新成人の主張』『成人者代表謝辞』は抜粋とさせていただきました。

成人者代表謝辞

塚本麻衣子さん
（ 受　領 ）

中 嶋 千 紘さん
（ 宮　地 ）

金 子 拓 矢さん
（ 大　山 ）

岡 本 良 太さん
（ 　受　領　 ）
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近
年
、
美
浦
村
で
は
人
口
が
減
少
し
続

け
て
い
ま
す
。
人
口
の
減
少
は
、
村
民
生

活
の
活
力
の
低
下
を
招
く
だ
け
で
な
く
、

地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
地

域
の
存
立
基
盤
に
ま
で
関
わ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
村
で
は
、
住
民
の
定
住
化
を
促

進
し
、
人
口
の
増
加
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、「
美
浦
村
定
住

促
進
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
制

度
は
、
村
外
の
方
や
村
内
の
貸
家
・
寮
等

に
お
住
ま
い
の
持
家
の
な
い
方
が
村
内
に

住
宅
を
取
得
し
、
美
浦
村
に
定
住
す
る
場

合
に
、
奨
励
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　

奨
励
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
本
人
が
居

住
す
る
た
め
に
、
美
浦
村
に
住
宅
を
新
築

ま
た
は
購
入
し
、
な
お
か
つ
当
該
住
宅
の

土
地
を
取
得
し
、
美
浦
村
の
住
民
と
し
て

定
住
す
る
方
が
対
象
で
す
。

　

な
お
、
取
得
し
た
土
地
・
住
宅
が
共
有

名
義
の
場
合
に
は
、
他
の
共
有
者
の
同
意

を
得
ら
れ
た
代
表
者
一
人
が
申
請
者
と
な

り
、
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該

当
す
る
方
が
、
同
世
帯
に
い
る
場
合
に
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止

　

等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第

　

７７
号
）
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴

　

力
団
員

・
過
去
に
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
た
方

・
村
税
お
よ
び
使
用
料
、
そ
の
他
の
村
の

　

税
外
収
入
金
を
滞
納
し
て
い
る
方

【
奨
励
金
の
額（
年
額
）】

　

納
付
し
た
「
当
該
住
宅
お
よ
び
住
宅
敷

地
に
係
る
固
定
資
産
税
年
税
額
」
相
当
額

が
奨
励
金
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
取
得
し
た
住
宅
に
よ
っ
て
限
度
額
が

次
の
と
お
り
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
新
築
住
宅
…
２０
万
円

・
中
古
住
宅
…
１０
万
円

【
奨
励
金
の
交
付
期
間
】

　

申
請
時
に
お
け
る
世
帯
状
況
に
よ
っ
て

交
付
期
間
は
異
な
り
、
こ
の
交
付
期
間
は
、

当
該
物
件
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
た

初
年
度
か
ら
起
算
し
ま
す
。

・
同
世
帯
に
義
務
教
育
終
了
前
の
子
が
い

　

る
場
合
…
最
長
５
年

・
同
世
帯
に
義
務
教
育
終
了
前
の
子
が
い

　

な
い
場
合
…
３
年

　

申
請
期
間
内
に
、「
定
住
促
進
奨
励
金
交

付
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
、
押
印

の
う
え
、
次
の
書
類
を
添
付
し
、
役
場
企

画
財
政
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
交
付
期
間
中
は
、
毎
年
度
申
請

が
必
要
で
す
。

【
交
付
申
請
書
の
申
請
期
間
】

　

奨
励
金
の
交
付
を
受
け
る
年
度
の
３
月

１
日
〜
３
月
末
日
ま
で
（
た
だ
し
、
土
日

・
祝
日
を
除
く
。
役
場
開
庁
時
間
は
午
前

８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
）

※
平
成
２４
年
１
月
２
日
〜
平
成
２５
年
１
月

　

１
日
に
住
宅
を
取
得
し
た
場
合
の
最
初

　

の
申
請
は
、
平
成
２６
年
３
月
１
日
〜
３

　

月
３１
日
ま
で
。

※

〜
今
年
の
申
請
は
平
成
２４
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
２５
年
１
月
１
日
ま
で
に
住
宅
を
取
得
し
た
方
が
対
象
で
す
〜

美
浦
村
内
に
住
宅
を
取
得
し
て
定
住
さ
れ
た
方
に
、

　
　
　

「
美
浦
村
定
住
促
進
奨
励
金
」を
交
付
し
ま
す

美
浦
村
内
に
住
宅
を
取
得
し
て
定
住
さ
れ
た
方
に
、

　
　
　

「
美
浦
村
定
住
促
進
奨
励
金
」を
交
付
し
ま
す

奨
励
金
交
付
の
対
象
者

奨
励
金
交
付
ま
で
の
流
れ

奨
励
金
の
額
・
交
付
期
間

（１）
　

交
付
申
請
書
の
提
出

※
対
象
と
な
る
住
宅
…
平
成
２４
年
１

月
２
日
以
降
に
取
得
し
た
住
宅
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
次

の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
住
宅

・
現
に
住
宅
敷
地
と
な
っ
て
い
る
土

地
に
建
設
さ
れ
た
住
宅

＊
土
地
に
つ
い
て
は
取
得
時
期
等
の

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。



55 広報みほ　平成２６年２月号広報みほ　平成２６年２月号

【
添
付
書
類
】

①
住
民
票
の
謄
本
（
続
柄
の
記
載
さ
れ
た

　

も
の
）

②
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書

③
住
宅
の
登
記
事
項
証
明
書

④
定
住
誓
約
書

⑤
村
税
等
納
入
状
況
確
認
承
諾
書

⑥
定
住
促
進
奨
励
金
に
係
る
共
有
名
義
者

　

同
意
書
（
こ
の
同
意
書
は
、
申
請
に
係

　

る
土
地
・
住
宅
が
共
有
名
義
の
場
合
に

　

必
要
で
す
）

※
２
年
度
目
以
降
の
申
請
に
は
、「
添
付
書

　

類
②
③
④
」
の
添
付
の
必
要
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

　

交
付
申
請
の
審
査
結
果
を
、「
定
住
促
進

奨
励
金
交
付
決
定
通
知
書
」
ま
た
は
「
定

住
促
進
奨
励
金
不
交
付
決
定
通
知
書
」
に

よ
り
通
知
し
ま
す
。

※
交
付
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
原
則

　

１５
日
以
内
に
通
知
し
ま
す
。

　

決
定
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
ら
、「
定
住

促
進
奨
励
金
交
付
請
求
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
・
押
印
し
、
役
場
企
画
財
政
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
奨
励
金
の

振
込
先
口
座
は
、
申
請
者
ご
本
人
の
金
融

機
関
口
座
に
限
り
ま
す
。

※
当
該
年
度
の
３
月
末
日
、
ま
た
は
決
定

　

通
知
書
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
１５
日
以

　

内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

交
付
請
求
書
に
記
載
さ
れ
た
申
請
者
ご

本
人
の
金
融
機
関
口
座
に
、
村
か
ら
奨
励

金
を
交
付
し
ま
す
。

※
交
付
請
求
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
３０
日

　

以
内
に
交
付
し
ま
す
。

　

交
付
決
定
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
た
と
き
は
、
奨
励
金
の
交
付
決
定
を
取

消
し
、「
定
住
促
進
奨
励
金
交
付
決
定
取
消

通
知
書
」
に
よ
り
当
該
交
付
対
象
者
に
通

知
し
ま
す
。

・
偽
り
そ
の
他
の
不
正
の
手
段
に
よ
り
奨

　

励
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
と
き

・
そ
の
他
村
長
が
適
当
で
な
い
と
認
め
た

　

と
き

　

交
付
決
定
の
取
消
し
を
受
け
た
場
合
に

お
い
て
、
既
に
奨
励
金
を
交
付
さ
れ
て
い

る
と
き
は
、「
定
住
促
進
奨
励
金
返
還
命
令

書
」
に
記
載
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
記
載
さ

れ
た
請
求
金
額
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

役
場
企
画
財
政
課
☎
８
８
５

　

－

０
３
４
０
内
線
２
０
８

美浦村定住促 進 奨 励 金

決
定
の
取
消
し

奨
励
金
の
返
還

（４）
　

奨
励
金
の
振
込
み

（３）
　

奨
励
金
の
請
求

（２）
　

奨
励
金
の
交
付
決
定

Ｑ１　村外に住んでいます。これから美浦村の土地を取得して（相続
　等を含む）、その土地に住宅を新築します。→はい。交付対象です。

Ｑ２　村外に住んでいます。これから美浦村の土地と住宅を購入し
　ます。→はい。交付対象です。

Ｑ３　美浦村に住んでいますが、持家はありません。これから美浦
　村の土地を取得して、住宅を新築します。→はい。交付対象です。

Ｑ４　美浦村に住んでいますが、持家はありません。これから美浦村の土地と住宅を購入します。
　→はい。交付対象です。

Ｑ５　現在ある親名義等の住宅敷地内に、住宅を新築します。→交付対象とはなりません。

Ｑ６　現在ある親名義等の住宅敷地を分筆し私の名義にし、その土地に住宅を新築します。→交付
対象とはなりません。

Ｑ７　住宅を建て替えます。→交付対象とはなりません。

Ｑ８　住宅を取得しましたが、その土地は私または同居の家族の名義ではありません。→交付対象
とはなりません。

Ｑ９　今、美浦村の自分の持家に住んでいます。これから新たに別の敷地に住宅を取得し、転居し
ます。→交付対象とはなりません。

Ｑ１０　住宅を相続により取得しました。→交付対象とはなりません。

Ｑ１１　私名義の土地に、居住用と営業用の併用住宅を新築します。→はい。交付対象です。ただし、
居住用部分に係る固定資産税相当額のみが奨励金の対象となります。

私は「美浦村定住促進奨励金」をもらえますか？

4広報みほ　平成２６年２月号

美
浦
村
内
に
住
宅
を
取
得
し
て
定
住
さ
れ
た
方
に
、

　
　
　

「
美
浦
村
定
住
促
進
奨
励
金
」を
交
付
し
ま
す
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題
ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています
（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）

　

１
月
１８
日
、
毎
年
恒
例
の
親
子

ス
キ
ー
教
室
を
会
津
高
原
た
か
つ

え
ス
キ
ー
場（
福
島
県
）で
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
村
内
の
小
学
生
親
子

４３
名
が
参
加
さ
れ
、
経
験
豊
富
な

村
体
育
協
会
ス
キ
ー
部
の
皆
さ
ん

が
、
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら
生
徒

の
技
術
に
応
じ
て
基
礎
か
ら
指
導

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
好
天

の
も
と
１
日
楽
し
く
ゲ
レ
ン
デ
を

滑
っ
て
ス
キ
ー
を
満
喫
し
、
特
に

子
ど
も
達
は
め
き
め
き
上
達
し
て

い
ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
主
催

　
　
　

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
主
催

　
　
　

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞

　このたび、根本正氏（茂呂）が１２月１日付で旭日
双光章を受章されました。
　根本氏は、これまで農村の生活環境改善・推進
等に尽力されてこられました。また、行政の面で
も長年にわたり美浦村議会議員として活動され、
農政問題や教育問題、特に村立幼稚園児送迎バス
の運行化に貢献される等、地域の活性化や生活の
向上に関する多大な功績が認められました。
　このたびの受章おめでとうございます。

　１月９日、美浦ゴルフ倶楽部にて「平成２６年美
浦村新春賀詞交歓会」が開催されました。
　当日は村行政関係者をはじめ、商工会、村内金
融機関、村建設業協会や地元産業の関係者、地元
選出の国会議員、県議会議員等、約１００名が一堂
に会して新年の門出を祝いました。
　出席された皆さんは、新たな年の始まりに臨み、
昨今の経済状況や地域の振興・発展等について決
意や抱負を語り合い、新年の挨拶を交わしました。

　

こ
の
た
び
、
第
６３
回
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
茨
城
県
推
進
委
員
会
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
で
、
大
谷
小
学
校
６
年
生
の
油
井
藍
捺

さ
ん
が
「
小
学
生
部
門
」
の
最
優
秀
賞
・
県

知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

見
事
に
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
作
文
の
題
名

は
「
震
災
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」。故
郷
の
福
島

県
大
熊
町
で
体
験
し
た
東
日
本
大
震
災
で
の

出
来
事
を
書
き
綴
り
、
そ
れ
に
挫

け
る
こ
と
な
く
明
る
く
生
き
て
い

こ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

藍
捺
さ
ん
は
、
昨
年
４
月
に
大

谷
小
学
校
に
転
校
入
学
し
て
新
し

い
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
と
テ
ニ
ス
が
大
好
き

で
、
現
在
の
夢
は
２
０
１
９
年
の

茨
城
国
体
で
茨
城
県
代
表
選
手
に

な
り
、
福
島
県
代
表
選
手
と
試
合

を
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
夢
に

向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
年
も
楽
し
く

親
子
ス
キ
ー
教
室

今
年
も
楽
し
く

親
子
ス
キ
ー
教
室

賀詞交歓会で新年の語らい賀詞交歓会で新年の語らい 根本正氏「旭日双光章」受章根本正氏「旭日双光章」受章

子育て
ワンポイント

要予約発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

開催時間内
出入り自由

予約必要なし

◎バンダナ…端と端を結んで数枚繋げたものをティ
　ッシュ箱に入れ、穴から引っ張り出して遊ぶ。
◎ハンカチ…四隅を合わせて折りたたむやり方を教
える（２歳くらいから）。

◎フェイスタオル…腰にタオルを挟んでしっぽに見
立て、子どもに取らせる。／大人がタオルの端を
持ち、振ったりフェイントをかけたりしながら、

　子どもに掴ませる。
◎バスタオル…洗濯バサミ等で端をとめて筒状にし、
その中に子どもを座らせて頭まで隠す。「イナイイ
ナイばぁ～」と言ってストンと落とす。

楽しさ広がる布あそび

ゆ

い

あ

い

な
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昨
年
１２
月
２２
日
、
文
化
財
セ
ン

タ
ー
で
常
陸
国
風
土
記
を
テ
ー
マ

に
し
た
ミ
ニ
企
画
展
「
美
浦
に
伝

わ
る
風
土
記
の
世
界
」
の
関
連
イ

ベ
ン
ト
「
語
り
と
音
楽
・
舞
踊
で

つ
づ
る
信
太
物
語
〜
流
海
の
陸
よ

り
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

常
陸
国
風
土
記
を
基
に
し
た
４

つ
の
物
語
を
紹
介
し
、
語
り
と
イ

メ
ー
ジ
音
楽
、
そ
し
て
踊
り
で
物

語
を
表
現
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
企
画
展
の
展
示
品

や
「
信
太
物
語
」
を
見
て
、
当
時

の
人
々
の
生
活
や
様
子
を
身
近
に

感
じ
て
い
ま
し
た
。

語
り
と
音
楽
・
舞
踊

で
風
土
記
を
表
現

語
り
と
音
楽
・
舞
踊

で
風
土
記
を
表
現

　１月１１日、光と風の丘公園において、新春恒例
の美浦村消防出初式が行われました。
　式には、村消防団員や江戸崎消防署美浦出張所
の署員ら約２９０名が参加。寒風が吹き抜ける中で、
消防団員は姿勢・服装・規律的な動作・機械器具
操作等を来賓に披露し、消防・防災活動のための
態勢が再確認されました。
　また、式において消防活動功労者等の表彰が行
われ、左記の方々が表彰されました。

【茨城県知事表彰】
　永年勤続功労章２０年　部長　松葉時男（木原）
　　　　　　　　　　　団員　酒井正敦（興津）
　　　　　　　　　　　部長　富田正寿（馬掛）

【日本消防協会定例表彰】
　功績章　　　　　　　副団長　松本博志（土屋）

【茨城県消防協会県南南部支部長表彰】
　消防特別功労者　　　指導員　神保弘幸（信太）

【稲敷地方広域市町村圏事務組合消防長表彰】
　操法大会出場分団
　　第８分団（山内・八井田・根火・牛込）

【消友会表彰】
　操法大会出場分団
　　第８分団（山内・八井田・根火・牛込）

【美浦村長表彰】
　優良分団
　　第８分団（山内・八井田・根火・牛込）

【美浦村長並びに美浦村消防団長表彰】
　操法大会出場分団員表彰　第８分団員２６名

《　敬称略　》 美浦村消防団
　勇壮に「出初式」開催
美浦村消防団
　勇壮に「出初式」開催

大野郷と信太郷のはなし「琴と鼓がつなぐ恋」の一場面大野郷と信太郷のはなし「琴と鼓がつなぐ恋」の一場面

み　

ほ　

文　

芸

一
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

雪
を
弾
い
て
伸
び
ゆ
く
竹
に
我
が
子
重
ね
る
母
の
夢　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

路
地
の
梅
さ
え
咲
き
そ
に
温
い
初
春
の
茶
の
間
の
笑
い
声　
　
　
　

本
橋
清
湖

医
者
の
注
意
も
き
れ
い
に
忘
れ
食
っ
ち
ゃ
ゴ
ロ
寝
の
松
の
内　
　
　

高
橋
一
歩

梅
の
木
の
よ
な
武
骨
な
字
で
も
母
の
香
り
の
す
る
便
り　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

お
せ
ち
料
理
に
梅
の
香
そ
え
て
心
豊
か
に
春
を
待
つ　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

狭
い
玄
関
ミ
ニ
盆
栽
の
松
も
立
派
に
お
・
も
・
て
・
な
・
し　
　
　

山
﨑
笑
子

凛
と
明
け
た
る
新
た
な
朝
に
幸
が
き
ら
め
く
松
飾
り　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

景
気
戻
れ
と
願
い
も
強
く
門
に
大
き
な
松
飾
り　
　
　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

梅
の
香
り
に
う
ぐ
い
す
も
ち
と
春
を
先
取
る
お
も
て
な
し　
　
　
　

門
脇
悠
美

ひ
か
る
竹
か
ら
始
ま
る
ロ
マ
ン
古
き
日
本
の
奥
深
さ　
　
　
　
　
　

木
村
幸
子

春
に
先
駆
け
蕾
の
梅
が
開
く
新
年
松
飾
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村
松
陽

一
升
餅
を
背
負
っ
て
よ
ち
よ
ち
歩
き
祝
う
門
出
の
松
の
内　
　
　

上
野
八
千
代

日
差
し
柔
ら
か
優
し
く
注
ぎ
梅
は
ほ
こ
ろ
び
春
を
呼
ぶ　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

梅
の
香
り
を
初
春
風
の
せ
て
清
し
年
明
け
幸
祈
る　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
希
代

松
に
初
雪
な
よ
竹
し
な
り
梅
は
春
待
つ
冬
が
好
き　
　
　
　
　
　
　

磯
西
涼
香

寒
く
冷
た
い
冬
に
も
負
け
ず
春
の
訪
れ
願
う
松　
　
　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

頻
り
降
り
ぬ
く
大
雪
最
中
重
み
け
ち
ら
す
し
な
り
竹　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

駅
伝
に
絆
と
ド
ラ
マ
お
正
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

水
餅
の
輝
い
て
ゐ
る
厚
さ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

鳥
の
群
鳴
き
鳴
き
向
か
ふ
初
茜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
八
千
帆

寄
り
添
ふ
て
白
息
交
は
す
人
と
馬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
野
洋
子

初
日
の
出
湖
面
な
で
ゆ
く
鳥
の
群
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

「
元
気
だ
よ
」と
添
へ
し
一
筆
初
便
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

母
の
祈
り
殊
に
長
か
り
初
詣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

三
世
代
ゴ
ル
フ
初
打
ち
空
清
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

せ
せ
ら
ぎ
の
重
く
聞
こ
え
て
冬
清
水　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

積
ん
読
の
山
を
減
ら
し
ぬ
三
ケ
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

航
一
路
風
に
逆
ら
ふ
春
着
の
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

初
春
や
古
希
も
角
出
し
古
女
房　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

題
「
松
・
竹
・
梅｣

一
字
以
上
詠
込
み
有
季
無
季
随
意

は
じ

ぬ
く

は　

る

も　

ち

は　

る

す
が

し
き

さ
な
か

子
育
て
支
援
の
各
種
手
当

児
童
扶
養
手
当
と
は

特
別
児
童

　
　

扶
養
手
当
と
は

母
子
父
子
福
祉
住
宅

手
当
を
支
給
し
ま
す
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おめでとう　美浦所属馬　　　　　　　　制覇！おめでとう　美浦所属馬　　　　　　　　制覇！

アジアエクスプレス号「第６５回朝日杯フューチュリティＳ」「第６５回朝日杯フューチュリティＳ」

ＧⅠ，Ｊ・ＧⅠＧⅠ，Ｊ・ＧⅠ祝

　１２月１５日、中山競馬場（１６００ｍ芝コース）で行われ
た第６５回朝日杯フューチュリティＳにおいて、美浦
トレーニング・センター手塚貴久厩舎所属のアジア
エクスプレス号が優勝しました。
　初めて芝コースを走るにもかかわらず、その実力
を買われて４番人気となったアジアエクスプレス号。
各馬ともきれいにスタートを決めた中、馬群の中段
に位置取りました。道中はじっくり先行馬を伺いな
がら力をため、最終コーナーを回って集団の外側が
空いたところをすかさず大外へ抜け出し一気に加速。
先行馬をすべて抜き去って見事に優勝しました。
　担当の田中厩務員は、アジアエクスプレス号につ
いて「大人しくて手がかかりません。このレースの
パドックでは、周りの雰囲気がいつもと違うなと感
じ取っていたように思います。ゴール直後はＧⅠを
勝ったという実感は特にありませんでしたが、後か
らじわじわと。今後も普段どおり自分の仕事をこな
していきたい。」と語ってくれました。
　実力を証明したアジアエクスプレス号は、現在放
牧中とのことです。今後の活躍が楽しみですね。

手塚 貴久 調教師 田中 良太 厩務員

アポロマーべリック号「第１３６回中山大障害」「第１３６回中山大障害」

　１２月２１日、中山競馬場（４１００ｍ芝コース）で行われ
た第１３６回中山大障害にて、美浦トレーニング・セ
ンター堀井雅広厩舎所属のアポロマーべリック号が
優勝しました。
　好スタートから最初の障害を先頭で飛越したアポ
ロマーべリック号。その後は３番手の位置につけた
まま、レース中盤まで軽やかに次々と障害を飛越し
ていくと、終盤はペースを保ったまま自然とトップ
に立つ展開。最終コーナーを回る時点では、すでに
３馬身差をつけていた後続をゴール前の直線でさら
に引き離し、８馬身差をつけて圧勝しました。
　瀬戸口調教厩務員は、「ちょっとやんちゃな感じで、
いつもはレース前でも活発な雰囲気ですが、今回は
すごく落ち着いていました。レースを見ていて、最
後に後続を大きく引き離していったときは頭が真っ
白になり、今までの思いが巡ってきて胸がいっぱい
になってしまいました。」と語ってくれました。
　圧倒的な強さでＪ・ＧⅠを初制覇したアポロマー
べリック号は、春のレースに向けて放牧中だそうで
す。一層の飛躍を期待しましょう。

五十嵐 雄祐 騎手堀井 雅広 調教師 瀬戸口 寛 調教厩務員

◎
Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）

　

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
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お
菓
子
を
食
べ
た
ら

　
　
　
　

酔
っ
ぱ
ら
っ
た
！？

冬の「電気の上手な使い方」

日頃より節電へのご理解とご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。
今冬については、お客さまにご協力いただいている節電の効果等により、電気の安定供給を確保
できる見通しです。お客さまにおかれましては、引き続き、無理のない範囲で節電へのご協力を
お願いいたします。

◇お問合せ先　東京電力茨城カスタマーセンター☎０１２０－９９５－３３２
　　　　　　　受付時間：月～土曜日・午前９時～午後５時（休祝日を除く）

東京電力株式会社から皆さまへ

ご家庭のお客さまへご家庭のお客さまへ

ビル・工場などのお客さまへビル・工場などのお客さまへ

□　設定温度の調整を □　使用していないエリアは消灯を

□　照明の取り換え時には省エネ型を

□　電源設定の見直しを

□　電球の取り換え時には
　　省エネ性の高いランプに

□　調光機能を使う

□　掛け布団は２枚に

□　敷き布団の下に断熱効果の
　　あるマットを敷く

毎月の電気ご使用量と料金をはじめ、お客さまのライフスタイルに合った料金メニューや省エネ
等のアドバイスをインターネットで簡単にご確認いただけるサービスです（登録無料）。

◎　毎月の電気のご使用量と料金をグラフでチェックできる！

◎　ライフスタイルに合ったスマートで快適な電気の使い方がわかる！

◎　料金メニュー選びに役立つ試算ができる！

◎　口座振替やカード払いの申込書の取り寄せができる！

エアコン

パソコン

照　明

空　調 照　明

東京電力ホームページ「でんき家計簿」
http://www.tepco.co.jp/kakeibo/（お申込みはこちらから）

□　設定温度の調整を適温に

□　フィルターの掃除はこまめに

□　日射のない時間は、カーテン等で冷気の進入をカット

□　風向きは下向きに　

電気ご使用量を知って省エネについて考えてみませんか？

こたつ

と
に
か
く
早
め
に
解
決
の

た
め
の
相
談
を
し
ま
し
ょ
う

未
成
年
者
が
契
約
し
た
場
合
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農
地
法
で
は
、
国
民
に
対
す
る

食
糧
の
安
定
供
給
の
確
保
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
農
地
の
権
利

移
動
の
統
制
、
農
地
転
用
の
統
制

等
の
仕
組
み
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
や
貸

借
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
第
３

条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
農
地
の

所
在
す
る
農
業
委
員
会
の
許
可
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い
農

地
の
売
買
は
効
力
が
生
じ
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
対
価
を
支

払
っ
た
と
し
て
も
許
可
が
受
け
ら

れ
な
い
と
所
有
権
は
取
得
で
き
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
農
地
の
賃
貸
借
に
つ
い

て
は
、
主
に
農
業
経
営
基
盤
強
化

事
業
計
画
の
利
用
権
設
定
申
請
で

対
応
し
て
い
ま
す
。

▼
農
地
法
第
３
条
申
請
の
許
可
基

　

準
の
主
な
も
の　

次
の
い
ず
れ

　

か
に
該
当
す
る
場
合
は
許
可
さ

　

れ
ま
せ
ん
。

・
取
得
者
が
取
得
す
る
農
地
の
す

　

べ
て
を
耕
作
す
る
と
認
め
ら
れ

　

な
い
場
合

・
取
得
者
の
耕
作
面
積
が
現
在
耕

　

作
し
て
い
る
面
積
と
取
得
す
る

　

面
積
を
含
め
５
千
㎡
に
満
た
な

　

い
場
合

・
農
地
を
効
率
的
に
利
用
す
る
と

　

認
め
ら
れ
な
い
場
合

・
周
辺
の
農
地
の
利
用
に
悪
影
響

　

を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
場
合

◇
申
請
の
受
付　

毎
月
１４
日
（
１４

　

日
が
土
・
日
、
祝
日
の
場
合
は
、

　

そ
の
前
日
ま
た
は
前
々
日
）
ま

　

で
に
、
申
請
の
あ
っ
た
も
の
を

　

そ
の
月
の
定
例
総
会
で
協
議
し

　

ま
す
。

※
新
規
就
農
希
望
者
に
は
、
農
業

　

委
員
会
に
経
営
計
画
等
の
提
出

　

と
面
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

土
地
の
用
途
を
、
農
地
か
ら
住

宅
・
工
場
・
倉
庫
・
駐
車
場
・
資

材
置
場
・
植
林
等
に
変
更
す
る
場

合
は
、
農
地
法
第
４
条
ま
た
は
第

５
条
の
規
定
に
よ
り
、
県
知
事
の

許
可
（
転
用
す
る
農
地
が
４
万
㎡

を
超
え
る
場
合
に
は
農
林
水
産
大

臣
の
許
可
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
許
可
を
受
け
ず
に
無
断

で
農
地
を
転
用
し
た
場
合
や
、
転

用
許
可
に
係
る
事
業
計
画
ど
お
り

に
転
用
し
な
い
場
合
に
は
、
農
地

法
違
反
と
な
り
、
工
事
の
中
止
や

原
状
回
復
等
の
命
令
が
な
さ
れ
る

場
合
や
、
罰
則
規
定
の
適
用
を
受

け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
農
地
法
第
４
条
申
請　

所
有
者

　

自
ら
が
、
農
地
を
農
地
以
外
の

　

も
の
に
転
用
す
る
場
合
の
申
請

　

と
な
り
ま
す
。

▼
農
地
法
第
５
条
申
請　

農
地
を

　

買
い
、
ま
た
は
借
り
受
け
て
、

　

農
地
以
外
の
目
的
に
供
す
る
場

　

合
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

◇
申
請
の
受
付　

毎
月
１４
日
（
１４

　

日
が
土
・
日
、
祝
日
の
場
合
は
、

　

そ
の
前
日
ま
た
は
前
々
日
）
ま

　

で
に
、
申
請
の
あ
っ
た
も
の
を

　

そ
の
月
の
定
例
総
会
で
協
議
し

　

ま
す
。

※
市
街
化
区
域
内
の
農
地
を
転
用

　

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
農
地
の

　

所
在
す
る
農
業
委
員
会
に
あ
ら

　

か
じ
め
届
け
出
れ
ば
、
届
出
受

　

理
書
が
通
知
さ
れ
、
許
可
を
受

　

け
な
く
て
も
転
用
す
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

　

農
地
の
改
良
と
は
、
農
地
の
効

率
的
な
利
用
を
図
る
た
め
に
、
現

に
耕
作
し
て
い
る
農
地
を
盛
り
土
、

削
土
、
施
肥
等
に
よ
り
、
形
質
を

変
更
す
る
一
連
の
行
為
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。

　

農
地
の
改
良
を
行
う
場
合
に
は
、

事
業
を
実
施
す
る
１
カ
月
前
ま
で

に
、
そ
の
農
地
の
所
在
す
る
農
業

委
員
会
に
協
議
書
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農
業
委
員
会

は
、
協
議
書
を
基
に
定
例
総
会
の

日
に
協
議
し
、
農
地
等
の
改
良
に

対
す
る
同
意
・
不
同
意
を
申
請
者

に
通
知
し
ま
す
。

　

農
地
を
相
続
（
遺
産
分
割
、
包

括
遺
贈
を
含
む
）、時
効
取
得
等
で
、

許
可
を
要
せ
ず
に
取
得
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
農
地
が
所
在
す
る
農

業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
届
出
は
農
地
の

取
得
日
か
ら
概
ね
１０
カ
月
以
内
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

事
業
内
容
に
よ
り
、
他
法
令
に

も
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

各
申
請
に
つ
い
て
、
申
請
に
必
要

な
も
の
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

役
場
経
済
課
内
農
業
委
員
会
事
務

局
☎
８
８
５

－

０
３
４
０
（
内
線

２
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

美
浦
村
農
業
委
員
会
の
定
例

総
会
は
、
原
則
、
毎
月
２５
日

に
行
っ
て
い
ま
す
。

農
地
の
権
利
移
動
・
転
用
等
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す

農
地
の
権
利
移
動
・
転
用
等
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す

農
地
の
権
利
移
動
・
転
用
等
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す

〜
農
地
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

農
地
の
権
利
移
動

農
地
の
権
利
移
動

農
地
の
転
用

農
地
の
転
用

農
地
の
改
良

農
地
の
改
良

農
地
の
相
続

農
地
の
相
続

介護保険

サービスの利用開始

介護予防（二次予防対象者）
　　プログラムに参加しましょう

在宅で受けるサービス 施設サービス

要支援１・２ 要介護１～５ 非該当（自立)

「要介護認定・要支援認定等結果通知書」を
　受け取ってからサービスを利用するまで
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農
地
の
権
利
移
動
・
転
用
等
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す

農
地
の
権
利
移
動
・
転
用
等
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す

農
地
の
権
利
移
動

農
地
の
転
用

農
地
の
改
良

農
地
の
相
続

お問合せ
福祉介護課介護保険係

介護保介護保険

介護保険を利用するには？介護保険を利用するには？

　要介護認定等結果通知を受け取った後に、「要支援１・要支援２」および「非該当」と判定された方は地
域包括支援センターと、「要介護１から要介護５」と判定された方は居宅介護支援事業所または介護保険施
設と契約・相談し、ケアプランの作成や利用するサービスを選びます。自分らしく、できる限り自立した
暮らしができるようなサービスをお選びください。

サービス（デイサービスや訪問介護など）を提供
する事業者と契約し、ケアプランに基づいたサー
ビスの利用を開始します。利用料金は、原則とし
てサービス費用の１割になります。

地域包括支援センター
から連絡がいきます。
同センターの介護予防
事業所と契約します。

居宅介護支援事業所
を選び契約をすると、
担当のケアマネージ
ャーが決まります。

センターの職員と目標
や要望を話し合い、介
護にならないためのサ
ービスを盛り込んだケ
アプランを作成します。

本人や家族の要望を
ケアマネージャーと
話し合い、ケアプラ
ンを作成します。

サービスの利用開始サービスの利用開始

地域包括支援センターの職員と相談をしながら、
介護予防事業の予防教室等に参加して、介護が
必要な状態にならないようにしましょう。

介護予防（二次予防対象者）
　　プログラムに参加しましょう
介護予防（二次予防対象者）
　　プログラムに参加しましょう

※ケアマネージャーとは、利用者からの相談に応じて、利用者の希望や心身の状態にあったサービスが利
　用できるように計画を立ててくれる専門家で「居宅介護支援事業所」に配属されています。どこにどの
　ような事業所があるかは、役場福祉介護課または地域包括支援センターにお問い合わせください。

※ケアプランとは、これからの生活の設計図として、どのようなサービスを何曜日の何時に、どれくらい
　利用するかを１カ月単位で定めた計画書のことです。

在宅で受けるサービス在宅で受けるサービス 施設サービス施設サービス

要支援１・２要支援１・２

要 介 護 認 定 等 結 果 通 知

要介護１～５要介護１～５ 非該当（自立)非該当（自立)

【各種予防教室】

・介護予防デイサービス
・やまゆり運動教室
・貯筋運動教室
・口腔機能向上教室　など

「要介護認定・要支援認定等結果通知書」を
　受け取ってからサービスを利用するまで
「要介護認定・要支援認定等結果通知書」を
　受け取ってからサービスを利用するまで

介護保険でのサービスは利
用できませんが、地域支援
事業や福祉サービスを利用
できる場合があります。

介護保険の介護サービスを利用できます。
在宅で受けるサービス（在宅での介護）と、
施設サービス（施設での介護）のどちらか
を選択します。

介護保険の介護予防サ
ービスが利用できます。

施設に直接申し込み、そ
の施設で作成したケアプ
ランに基づいたサービス
の利用が開始されます。
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◎
若
者
に
多
い
被
害
の
主
な
も
の

・
携
帯
電
話
の
有
料
ア
ダ
ル
ト
サ

　

イ
ト
の
利
用
料
金
の
架
空
請
求

・
多
重
債
務
や
ヤ
ミ
金
融
ト
ラ
ブ
ル

・
貴
金
属
や
会
員
権
の
ア
ポ
イ
ン

　

ト
商
法

・
化
粧
品
の
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス

・
資
格
取
得
用
教
材
セ
ッ
ト
等
の

　

電
話
勧
誘

・
中
古
車
契
約

・
外
国
語
教
室
や
エ
ス
テ
サ
ー
ビ
ス

・
化
粧
品
や
健
康
食
品
の
マ
ル
チ

　

商
法
等

◎
契
約
と
は
約
束
の
意
味

　

「
契
約
」と
は
、
人
と
人
と
の
約

束
を
意
味
し
ま
す
。
人
が
社
会
生

活
を
営
む
に
は
、
こ
の
約
束
を
守

る
と
い
う
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。

　

契
約
は
、
民
法
と
い
う
法
律
で

守
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
違
反
し

た
場
合
は
罰
せ
ら
れ
た
り
損
害
を

賠
償
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
よ
く
覚
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
契
約
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
よ
う

　

当
事
者
同
士
の
合
意
が
あ
れ
ば

契
約
は
成
立
し
、
口
約
束
で
あ
っ

て
も
契
約
そ
の
も
の
は
成
り
立
ち

ま
す
。
多
く
の
場
合
は
契
約
書
を

作
っ
て
契
約
の
成
立
と
内
容
を
は

っ
き
り
さ
せ
、
後
で
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
の
を
防
い
で
い
ま
す
。
契
約

を
す
る
場
合
は
契
約
書
を
よ
く
読

ん
で
、
納
得
し
て
か
ら
サ
イ
ン
を

し
、
は
ん
こ
を
押
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。 

　

２０
歳
未
満
の
未
成
年
者
の
契
約

に
は
、
法
定
代
理
人
（
通
常
は
両

親
）
の
合
意
が
必
要
で
す
。
法
定

代
理
人
が
合
意
し
て
い
な
い
未
成

年
者
の
契
約
の
取
り
消
し
は
、
本

人
ま
た
は
法
廷
代
理
人
ど
ち
ら
で

も
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

未
成
年
者
が
成
人
だ
と
ウ
ソ
を

つ
い
て
契
約
し
た
場
合
は
取
り
消

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
い
ば
ら
き
消
費
生
活
な
び
若
者

　

向
け
の
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

　
【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

お
菓
子
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
っ

て
い
る
と
思
わ
ず
に
子
ど
も
に
与

え
て
し
ま
い
、
子
ど
も
の
具
合
が

悪
く
な
っ
た
と
い
う
報
告
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

菓
子
類
に
は
洋
酒
等
が
使
わ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
飲
料

で
は
ア
ル
コ
ー
ル
が
１
％
以
上
含

ま
れ
て
い
る
も
の
に
は「
酒
類
」の

表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
菓
子
類
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

店
頭
で
確
認
し
た
り
、
原
材
料
の

表
示
を
よ
く
見
た
り
す
る
等
注
意

が
必
要
で
す
。
事
例
の
ほ
か
に
も
、

液
体
の
色
や
容
器
が
類
似
し
て
い

る
た
め
、
清
涼
飲
料
と
間
違
え
て

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
を
子
ど
も
が
飲

ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。 

　

子
ど
も
の
場
合
、
ア
ル
コ
ー
ル

の
摂
取
量
に
よ
っ
て
は
深
刻
な
事

故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
の
飲
食
物
に
は
日
ご

ろ
か
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
サ

　

ポ
ー
ト
情
報
よ
り
抜
粋
）

　

無
添
加
の
美
味
し
い
ス
イ
ー
ツ

や
味
噌
を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

《
ス
イ
ー
ツ
を
作
ろ
う
》

◇
開
催
日
時　

３
月
６
日（
木
）午

　

前
１０
時

◇
参
加
費　

５
０
０
円

《
味
噌
作
り
を
体
験
し
よ
う
》

◇
開
催
日
時　

３
月
７
日（
金
）午

　

前
１０
時

◇
参
加
費　

８
０
０
円

＊
味
噌
作
り
の
準
備
作
業
に
参
加

　

で
き
る
方
も
募
集
し
ま
す
。
準

　

備
作
業
は
、
ス
イ
ー
ツ
作
り
と

　

並
行
し
て
行
い
ま
す
。

【
両
研
修
の
共
通
事
項
】

◇
場
所　

中
央
公
民
館
調
理
室

◇
募
集
人
数　

１０
名

◇
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

◇
申
込
期
限　

２
月
２０
日（
木
）

◇
申
込
・
問
合
せ
先　

村
消
費
生

　

活
セ
ン
タ
ー

【
事
例
１
】

　

洋
菓
子
店
で
購
入
し
た
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
娘

が
嘔
吐
し
た
。
ブ
ラ
ン
デ
ー

が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
購
入

時
に
ア
ル
コ
ー
ル
入
り
と
い

う
説
明
は
な
か
っ
た
。 

　
　

（
当
事
者

：

７
歳
女
児
）

【
事
例
２
】

　

お
土
産
で
も
ら
っ
た
ゼ
リ

ー
を
食
べ
た
後
、
子
ど
も
の

顔
が
赤
く
な
り
、
息
が
酒
臭

く
な
っ
て
酔
っ
払
っ
た
よ
う

な
状
態
に
な
っ
た
。 

　

（
当
事
者

：

１
歳
、
３
歳
）

　消費生活に関する
問合せ・相談は消費
 生活センターへ

お
菓
子
を
食
べ
た
ら

　
　
　
　

酔
っ
ぱ
ら
っ
た
！？

お
菓
子
を
食
べ
た
ら

　
　
　
　

酔
っ
ぱ
ら
っ
た
！？

食
の
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

若
者
向
け

　

悪
徳
商
法
被
害
防
止

　
　

共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中

消 費 生 活 に 関 す る 相 談 は

◇村消費生活センター（消費生活相談全般）☎８８５－７１４１（直通）
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時　
（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。
　都合により相談員が不在の場合がありますので、電話でご確認ください。）

◇消費者ホットライン（全国共通ダイヤル）☎０５７０－０６４－３７０

◇県警悪質商法１１０番（訪問販売等の商取引や悪質金融業者に絡む各種相談）
　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

まもろうよ みんなを

と
に
か
く
早
め
に
解
決
の

た
め
の
相
談
を
し
ま
し
ょ
う

と
に
か
く
早
め
に
解
決
の

た
め
の
相
談
を
し
ま
し
ょ
う

未
成
年
者
が
契
約
し
た
場
合

未
成
年
者
が
契
約
し
た
場
合
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「第６５回朝日杯フューチュリティＳ」

ＧⅠ，Ｊ・ＧⅠ

「第１３６回中山大障害」
◇
接
種
料
金

　

接
種
期
間
内
は
全
額
公
費
負
担

　

で
す
が
、
そ
の
期
間
を
過
ぎ
る

　

と
全
額
自
己
負
担（
１
万
円
位
）

　

に
な
り
ま
す
。

◇
接
種
方
法

　

下
表
の
予
防
接
種
協
力
医
療
機

　

関
で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ　

健
康
増
進
課
（
保
健

　

セ
ン
タ
ー
）
☎
８
８
５

－

１
８

　

８
９

　

麻
し
ん
は
感
染
力
が
非
常
に
強

い
た
め
、
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と

ま
ん
延
防
止
が
困
難
で
、
幼
稚
園

や
学
校
・
会
社
等
で
流
行
す
る
と
、

予
防
接
種
が
１
回
の
み
、
ま
た
は

全
く
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い

等
に
よ
り
免
疫
が
な
い
人
は
、
ほ

と
ん
ど
全
員
が
感
染
し
ま
す
。

　

麻
し
ん
は
１０
〜
１２
日
の
潜
伏
期

間
後
に
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、
最
初

３
〜
４
日
間
は
３８
℃
前
後
の
発
熱

と
せ
き
・
鼻
水
と
い
っ
た
風
邪
に

似
た
症
状
が
あ
り
、
い
っ
た
ん
熱

が
下
が
り
よ
く
な
っ
た
よ
う
に
見

え
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
に
３９
〜
４０
℃

の
高
熱
と
と
も
に
発
疹
が
出
て
き

て
全
身
に
広
が
り
、
頬
の
内
側
に

は
麻
し
ん
特
有
の
白
い
ポ
ツ
ポ
ツ

が
出
ま
す
。
せ
き
も
ひ
ど
く
な
っ

て
体
力
の
消
耗
も
激
し
く
、
重
症

化
す
る
と
脳
炎
や
肺
炎
、
中
耳
炎

等
の
合
併
症
を
起
こ
す
こ
と
の
多

い
恐
し
い
病
気
で
す
。

　

風
し
ん
は
、
咳
・
く
し
ゃ
み
等

で
の
飛
沫
感
染
に
よ
っ
て
感
染
す

る
、
急
性
の
発
疹
性
感
染
症
で
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
は
、
の
ど
や
首
の
リ

ン
パ
節
で
増
殖
し
血
液
中
に
入
り

ま
す
。
赤
い
ボ
ツ
ボ
ツ
が
顔
か
ら

全
身
に
広
が
り
、
同
時
に
３８
℃
程

度
の
発
熱
が
出
ま
す
が
２
〜
３
日

で
下
が
り
ま
す
。
首
や
耳
の
後
ろ
、

後
頭
部
の
リ
ン
パ
節
が
腫
れ
ま
す

が
、
症
状
が
軽
く
特
別
な
治
療
を

し
な
く
て
も
自
然
に
治
り
ま
す
。

　

潜
伏
期
間
は
約
２
〜
３
週
間
と

長
く
、
発
疹
の
出
る
２
〜
３
日
前

か
ら
感
染
力
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

感
染
し
て
も
症
状
が
出
な
い
人
も

い
る
た
め
、
知
ら
な
い
う
ち
に
感

染
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
妊
娠
中
の
女
性
（
特

に
妊
娠
２０
週
頃
ま
で
）
が
風
し
ん

に
か
か
る
と
、
生
れ
て
く
る
赤
ち

ゃ
ん
に
難
聴
・
白
内
障
・
心
臓
病

や
発
達
の
遅
れ
（
先
天
性
風
疹
症

候
群
）
等
が
出
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　　

Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）予
防

接
種
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く

定
期
予
防
接
種
で
す
。
１
回
の
接

種
で
９５
％
以
上
の
確
率
で
の
免
疫

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の

１
０
０
％
で
は
な
く
、
免
疫
力
も

徐
々
に
低
下
す
る
こ
と
か
ら
、
２

回
の
接
種
が
必
要
で
す
。

　

対
象
者
す
べ
て
の
方
々
に
対
象

期
間
内
に
必
要
な
回
数
の
接
種
を

受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
最
も

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
・
流
行

の
防
止
に
効
果
的
で
す
。

　

進
学
や
就
職
の
際
に
は
「
麻
し

ん
の
予
防
接
種
を
う
け
て
い
る
こ

と
」
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

◎
第
１
期

・
接
種
時
期　

１
歳
〜
２
歳
未
満

　

（
２
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

◎
第
２
期

・
接
種
時
期　

小
学
校
就
学
１
年

　

前
の
４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
３１

　

日（
年
長
児
）　
　

麻
し
ん（
は
し
か
）・

　

風
し
ん
を

　
　
　

防
ぎ
ま
し
ょ
う

麻
し
ん
（
は
し
か
）
は

　
　

 

こ
ん
な
病
気
で
す

風
し
ん
は

　
　

 

こ
ん
な
病
気
で
す

◎
Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）

　

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

◎
Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）

　

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

☎８８５－３５５１

☎８８５－２３５８

☎８８７－１１６１

☎８９１－３０００

☎８３４－５７７７

美浦中央病院

はたかわ医院予
防
接
種
協
力
医
療
機
関

東京医科大学茨城医療センター

宮崎こどもクリニック

江戸崎ひかりクリニック

☎８９２－２６２７坂本耳鼻咽喉科医院

☎８９２－７０１１佐倉クリニック

☎８９２－３６４０鈴木クリニック

休　日　当　番　医
診療時間：午前９時～午後４時
都合により当番医を変更することがあります。
※お問合せ先：なるしま内科医院☎８６９－４８２０

３
　

月

２
　

月

さ か え 医 院

いなしきクリニック

阿 見

稲 敷

２３日

㈰

美 浦 中 央 病 院

江戸崎ひかりクリニック

美 浦

稲 敷

☎８８５－３５５１

☎８３４－５７７７

☎８８８－２６６２

☎８９２－３３７２

１６日

㈰

は た か わ 医 院

佐倉クリニック

　９日

㈰

☎８４３－７８８８

☎８７５－５１００

　２日

㈰

阿 見

稲 敷

森 脇 整 形 外 科

いわき内科クリニック

美 浦

稲 敷

☎８８５－２３５８

☎８９２－７０１１

お元気
　ですか
　　
保健師です
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語
り
と
音
楽
・
舞
踊

で
風
土
記
を
表
現

美浦村消防団
　勇壮に「出初式」開催

大野郷と信太郷のはなし「琴と鼓がつなぐ恋」の一場面

　

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
共
に
し

て
い
な
い
児
童
の
健
や
か
な
成
長

と
生
活
の
安
定
、
自
立
を
促
進
す

る
た
め
の
手
当
で
す
。

《
対
象
》

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
。
た
だ
し
、

児
童
お
よ
び
父
、
母
ま
た
は
養
育

者
が
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い

場
合
や
、
公
的
年
金
を
受
け
ら
れ

る
場
合
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

･
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

･
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

･
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定
め
る

　

程
度
の
障
害
に
あ
る
児
童

･
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

　

で
な
い
児
童

･
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年

　

以
上
遺
棄
し
て
い
る
児
童

･
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引

　

き
続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

　

い
る
児
童

･
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

　

し
た
児
童

《
手
当
の
額（
月
額
）》

※
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り

　

ま
す
。（
一
部
ま
た
は
全
額
）

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
児
童
扶

養
手
当
を
受
け
る
資
格
が
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
資
格
喪
失
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
を

し
な
い
ま
ま
支
給
を
受
け
た
場
合
、

そ
の
期
間
の
児
童
扶
養
手
当
は
全

額
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

･
婚
姻
の
届
出
を
し
た
と
き

･
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
く
て

　

も
事
実
上
の
婚
姻
関
係
（
男
性

　

と
同
居
、
ま
た
は
同
居
が
な
く

　

と
も
頻
繁
な
訪
問
が
あ
り
生
活

　

費
の
援
助
が
あ
る
場
合
）
に
な

　

っ
た
と
き

･
受
給
者
本
人
や
児
童
が
年
金
を

　

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

　

な
っ
た
と
き

･
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所

　

し
た
り
、
転
出
し
た
こ
と
な
ど

　

に
よ
り
、
受
給
者
が
監
護
ま
た

　

は
養
育
し
な
く
な
っ
た
と
き

･
そ
の
他
支
給
要
件
に
該
当
し
な

　

く
な
っ
た
と
き

　

身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る
児

童
を
監
護
す
る
方
に
対
し
、
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

《
対
象
》

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
２０

歳
未
満
の
児
童
（
障
害
年
金
等
を

受
け
て
い
る
方
お
よ
び
児
童
福
祉

施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
は
対
象

外
）
を
養
育
し
て
い
る
方
。
た
だ

し
、
児
童
お
よ
び
父
、
母
ま
た
は

養
育
者
が
日
本
国
内
に
住
ん
で
い

な
い
場
合
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級

･
障
害
の
程
度
が
身
体
障
害
者
手

　

帳
の
１
級
・
２
級
程
度
（
内
部

　

的
疾
患
は
例
外
が
あ
り
ま
す
）

･
療
育
手
帳
の
判
定
が　

・
Ａ
程

　

度
の
知
的
障
害
、
ま
た
は
同
程

　

度
の
精
神
障
害

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級

･
障
害
の
程
度
が
身
体
障
害
者
手

　

帳
の
３
級
程
度
（
内
部
的
疾
患

　

は
例
外
が
あ
り
ま
す
）

･
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ｂ
程
度
の

　

知
的
障
害
、
ま
た
は
同
程
度
の

　

精
神
障
害

《
手
当
の
額（
１
人
／
月
）》

※
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り

　

ま
す
。（
全
額
）

　

村
で
は
、
借
家
住
い
の
母
子
家

庭
と
父
子
家
庭
の
方
に
対
し
、
母

子
父
子
福
祉
住
宅
手
当
を
年
２
回
、

９
月
と
３
月
に
支
給
し
て
い
ま
す
。

《
対
象
》

　

美
浦
村
に
住
所
を
有
し
、
次
の

両
方
に
該
当
す
る
「
母
子
家
庭
ま

た
は
父
子
家
庭
」
の
方

･
自
家
住
宅
を
所
有
せ
ず
、
借
家

　

住
い
で
賃
貸
借
し
て
い
る
方

･
児
童
扶
養
手
当
の
当
該
年
度
に

　

お
け
る
所
得
制
限
の
範
囲
内
に

　

あ
る
方

《
手
当
の
額（
月
額
）》

･
４
千
円

《
申
請
方
法
》

　

申
請
書
、
賃
貸
契
約
書
の
写
し
、

家
賃
に
係
る
領
収
書
の
写
し
、
印

鑑
、
振
込
先
の
分
か
る
も
の
を
お

持
ち
に
な
っ
て
、
役
場
福
祉
介
護

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請

も
年
２
回
必
要
で
す
）

＊
申
請
期
限

：

３
月
１４
日（
金
）

◎
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

　

し
て
い
る
方
へ

※
児
童
扶
養
手
当
に
お
け
る「
児
童
」と

　

は
、
１８
歳
に
達
す
る
日
以
後
、
最
初

　

の
３
月
３１
日
（
１８
歳
に
到
達
し
た
年

　

度
の
年
度
末
）
ま
で
に
あ
る
方
を
い

　

い
ま
す
。
た
だ
し
、
特
別
児
童
扶
養

　

手
当
２
級
と
同
程
度
以
上
の
障
害
が

　

あ
る
場
合
に
は
、
２０
歳
未
満
ま
で
の

　

方
と
な
り
ま
す
。

対　

象

児
童
数

１
人

４
万
１
４
３
０
円

２
人

４
万
６
４
３
０
円

３
人

４
万
９
４
３
０
円

手
当
の
額

＊
対
象
児
童
数
が
３
人
を
超
え
る
場
合
、

　

一
人
増
え
る
ご
と
に
３
千
円
を
加
算
。

区
分

１
級

５
万
５
０
円

２
級

３
万
３
３
３
０
円

手
当
の
額

子
育
て
支
援
の
各
種
手
当

子
育
て
支
援
の
各
種
手
当

　

今
号
の
広
報
み
ほ
で
は
、
子
育
て
支
援
の
様
々
な
手
当
の
う
ち
、
児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童

扶
養
手
当
、
母
子
父
子
福
祉
住
宅
手
当
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※

ど
の
手
当
も
受
給
す
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
各
申
請
書
は
役
場
福
祉
介
護
課
に
あ
り
ま
す
）

◇
お
問
合
せ　

役
場
福
祉
介
護
課
☎
８
８
５

－

０
３
４
０ 

内
線
１
１
１

児
童
扶
養
手
当
と
は

児
童
扶
養
手
当
と
は

特
別
児
童

　
　

扶
養
手
当
と
は

特
別
児
童

　
　

扶
養
手
当
と
は

母
子
父
子
福
祉
住
宅

手
当
を
支
給
し
ま
す

母
子
父
子
福
祉
住
宅

手
当
を
支
給
し
ま
す
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
主
催

　
　
　

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞

今
年
も
楽
し
く

親
子
ス
キ
ー
教
室

賀詞交歓会で新年の語らい 根本正氏「旭日双光章」受章

毎月、親子でできる簡単
な遊びや子育てのコツを
紹介していきます。

子育て
ワンポイント
子育て
ワンポイント

※各子育て広場の詳細と、開催場所（都合により変更する場合があります）については、役場・中央公
　民館・保健センターに設置している「子育てカレンダー（毎月発行）」でご確認ください。
※どの子育て広場も「子育て支援センターのスタッフ」が担当しています。

　問合せ　子育て支援センター（木原地区多目的集会施設内） ☎８８５－６５１１＊午前９時から午後４時３０分まで

　◇対象　０歳児～学童　　◇場所　予約時にお知らせします。
　◇予約方法　子育て支援センターに電話で予約してください。　※発達相談員が担当しています。

要予約要予約

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　ぴよ
ほっ

　ぴよ
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　ぴ
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴ
エン
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　ぴよ
エン
ほっ

　ぴよ
エン
ほっ

　ぴよ
ほっ

　ぴよ
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

月 火 水 木 金 土日

発達相談（子育てや発達に関する相談）発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ほっ：子育てほっとルーム（午前９時～午後４時）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　子育て支援センター

エン：エンジョイ子育て（午前１０時～正午）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　木原地区多目的集会施設和室、または村内の公園・公共施設

よち：よちよちルーム（午前１０時～正午）
　◇対象　１歳児（Ｈ２３．４．２～Ｈ２４．４．１生）　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

ぴよ：ぴよぴよサロン＆プレママサロン
（通常：午前１０時～正午、ＰＭ：午後１～３時）
　◇対象　２カ月～１歳未満、妊婦さん
　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

開催時間内
出入り自由
開催時間内
出入り自由

予約必要なし予約必要なし３月の
子育て広場

◎バンダナ…端と端を結んで数枚繋げたものをティ
　ッシュ箱に入れ、穴から引っ張り出して遊ぶ。
◎ハンカチ…四隅を合わせて折りたたむやり方を教
える（２歳くらいから）。
◎フェイスタオル…腰にタオルを挟んでしっぽに見
立て、子どもに取らせる。／大人がタオルの端を
持ち、振ったりフェイントをかけたりしながら、
　子どもに掴ませる。
◎バスタオル…洗濯バサミ等で端をとめて筒状にし、
その中に子どもを座らせて頭まで隠す。「イナイイ
ナイばぁ～」と言ってストンと落とす。

◎バンダナ…端と端を結んで数枚繋げたものをティ
　ッシュ箱に入れ、穴から引っ張り出して遊ぶ。
◎ハンカチ…四隅を合わせて折りたたむやり方を教
える（２歳くらいから）。
◎フェイスタオル…腰にタオルを挟んでしっぽに見
立て、子どもに取らせる。／大人がタオルの端を
持ち、振ったりフェイントをかけたりしながら、
　子どもに掴ませる。
◎バスタオル…洗濯バサミ等で端をとめて筒状にし、
その中に子どもを座らせて頭まで隠す。「イナイイ
ナイばぁ～」と言ってストンと落とす。

ハンカチやバンダナは電車の中や診療の待ち時
間等で簡単に遊べるので、工夫して遊んでみて
はいかがでしょうか？

楽しさ広がる布あそび楽しさ広がる布あそび

３２

９

１３

８７

１ ２

４ ５ ６

１４１３１２１１１０

２２

２９

１５

２１２０１９

２８２７２６

１８

２５

１７１６

２３
３０

２４
３１
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
会
児
童
募
集 お知らせお知らせお知らせ

美 浦 村 役 場

中 央 公 民 館

中央公民館図書室

文 化 財 セ ン タ ー

光と風の丘公園クラブハウス

保 健 セ ン タ ー

美浦水処理センター
（ 上 下 水 道 課 ）

大谷時計台児童館

木 原 城 山 児 童 館

大 谷 保 育 所

木 原 保 育 所

社 会 福 祉 協 議 会

老人福祉センター

デイサービスセンター

シルバー人材センター

美浦村ホームページアドレス
　　　http://www.vill.miho.lg.jp/

Ｅメール　info@vill.miho.lg.jp

☎８８５－０３４０

☎８８５－４４５１

☎８８５－８４４２

☎８８６－０２９１

☎８８５－６７１１

☎８８５－１８８９

☎８８５－０７２０
☎８８５－８８９９

☎８８５－０５９７

☎８８５－１０６４

☎８８５－１５４９

☎８８５－４４８８

☎８８５－００３８

☎８８５－７０８０

☎８８５－８８８５

☎８８６－０００７

　

児
童
館
で
は
、
放
課
後
に
大
谷

時
計
台
児
童
館
・
木
原
城
山
児
童

館
・
安
中
小
学
校
に
て
開
設
す
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
会
児
童

を
募
集
し
ま
す
。

◇
対
象　

仕
事
や
病
気
等
、
保
護

者
の
事
情
に
よ
り
放
課
後
家
庭

に
お
い
て
健
全
な
育
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
小
学
１
〜

６
年
生

◇
利
用
時
間　

放
課
後
か
ら
保
護

者
が
迎
え
に
こ
ら
れ
る
時
間
ま

で
（
最
長

：

午
後
６
時
１５
分
）

◇
申
込
方
法　

各
児
童
館
で
配
布

し
て
い
る
「
入
会
申
請
書
」
と

家
庭
状
況
に
応
じ
た
「
各
種
証

明
書
」
用
紙
（
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
、

対
象
の
児
童
館
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
安
中
小
学
校
で
開
設
し
て
い
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
「
安
中
学

区
児
童
ク
ラ
ブ
」
へ
の
加
入
を

希
望
す
る
場
合
は
、
大
谷
時
計

台
児
童
館
に
必
要
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
期
間　

２
月
２６
日
（
水
）
〜

３
月
４
日（
火
）午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
３
時（
土
・
日
を
除
く
）

※
入
会
し
た
児
童
の
保
護
者
の
方

に
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
保
護
者
会

に
加
入
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。（
年
会
費

：

一
世
帯

に
つ
き
１
０
０
０
円
）

◇
問
合
せ　

大
谷
時
計
台
児
童
館
、

木
原
城
山
児
童
館

　　

中
央
公
民
館
で
は
、
来
年
度
に

開
講
予
定
の
み
ほ
文
化
講
座
の
内

容
を
村
民
の
皆
様
に
広
く
ご
理
解

い
た
だ
く
た
め
、「
平
成
２６
年
度
み

ほ
文
化
講
座
体
験
・
見
学
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

◇
見
学
会
開
催
日
・
開
講
講
座
数

・
２
月
１５
日（
土
）…
２
講
座

・
３
月
２０
日（
木
）…
１
講
座

・
３
月
２９
日（
土
）…
１４
講
座

＊
開
講
時
間
・
内
容
等
に
つ
い
て

は
、「
平
成
２６
年
度
み
ほ
文
化
講

座
体
験
・
見
学
会
の
ご
案
内
」

（
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）の

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

中
央
公
民
館

　

敬
老
会
で
の
贈
呈
品
の
一
つ
で

あ
る
「
地
域
サ
ポ
ー
ト
ク
ー
ポ
ン

券
」
に
は
使
用
期
限
が
あ
り
、
本

年
３
月
３１
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
取
扱
店
に
つ
い
て

は
、
同
封
の
取
扱
一
覧
（
緑
色
の

紙
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
美
浦

村
商
工
会
ま
た
は
役
場
福
祉
介
護

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
店
舗
に
よ
り
特
売
品
・
一
部
商

品（
煙
草
・
書
籍
・
印
紙
等
）に

は
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
購
入
前
に
ク
ー
ポ
ン
券

が
利
用
で
き
る
か
ク
ー
ポ
ン
券

取
扱
店
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

役
場
福
祉
介
護
課

　

ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ウ
伝
説
で
有
名
な

大
串
貝
塚（
国
史
跡
）と
、
布
佐
地

区
の
毘
沙
門
天
立
像（
県
指
定
）が

展
示
さ
れ
て
い
る
特
別
展
「
常
陸

南
北
朝
史
」
を
見
学
し
ま
す
。

◇
開
催
日　

２
月
２８
日（
金
）

◇
集
合
時
間　

午
前
８
時

◇
集
合
場
所　

村
中
央
公
民
館

◇
見
学
先　

大
串
貝
塚
、
県
立
歴

史
館

◇
参
加
費　

１
７
０
０
円
（
昼
食

　

・
入
館
料
等
）

◇
募
集
人
数　

３０
名
（
村
内
在
住

ま
た
は
在
勤
の
方
）

◇
申
込
・
問
合
せ　

文
化
財
セ
ン

タ
ー

　

事
前
申
込
不
要
。
聴
講
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
当
日
開
始
時
間
ま

で
に
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

２
月
２２
日（
土
）午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◇
会
場　

文
化
財
セ
ン
タ
ー

◇
内
容　

落
語
の
創
作
性
を
テ
ー

マ
に
落
語
を
披
露
し
ま
す
。
演

目
は「
天
災
」と「
禁
酒
番
屋
」。

　

解
説
も
あ
り
ま
す
。

◇
講
師　

好
文
亭
梅
朝
さ
ん

◇
問
合
せ　

文
化
財
セ
ン
タ
ー

平
成
２６
年
度
み
ほ
文
化

講
座
体
験
・
見
学
会

「
梅
朝
基
礎
落
語
」開
催

文
化
財
巡
り
参
加
者
募
集

地
域
サ
ポ
ー
ト
ク
ー
ポ
ン
券

の
ご
利
用
は
お
早
め
に
…

（１２月１日～３１日）

１２月３１日現在死者ゼロ継続１，１７５日

発生件数

負傷者数

死者数

０

０

０

年累計
（　３８　）

（　５１　）

（　　０　）

村の交通事故発生状況村の交通事故発生状況
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読
む
こ
と
・
声
で
伝
え
る

こ
と
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

第
二
次
健
康
づ
く
り
計

画
へ
の
ご
意
見
募
集

２
０
１
４
美
浦
体
操

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

木
村
大
／
木
村
義
輝
〜
親
子
が
奏

で
る
、
日
本
の
う
た
心
の
う
た
〜

た
び
計
画
の
案
を
作
成
し
ま
し
た

の
で
、
村
民（
※
）の
皆
様
の
ご
意

見（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
募

集
し
ま
す
。

◇
計
画（
案
）の
概
要

・
計
画
名　

第
二
次
健
康
づ
く
り

計
画（
健
康
増
進
・
食
育
推
進
）

・
計
画
期
間　

平
成
２６
年
度
〜
平

成
３０
年
度

・
計
画
構
成　

健
康
増
進
計
画
・

食
育
推
進
計
画

◇
募
集
期
限　

３
月
３
日（
月
）

◇
計
画
の
閲
覧
場
所　

保
健
セ
ン

タ
ー（
健
康
増
進
課
）、
役
場
福

祉
介
護
課
、
中
央
公
民
館
、
光

と
風
の
丘
公
園
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

＊
美
浦
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
ま
す
。

◇
意
見
提
出
方
法　

健
康
増
進
課

宛
て
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

用
紙
を
持
参
・
郵
送
・
F
A
X

　

・
電
子
メ
ー
ル
で
送
付
す
る
他
、

閲
覧
場
所
に
設
置
し
て
あ
る
回

収
箱
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

＊
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
用
紙
は
、

閲
覧
場
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
美
浦
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

※「
村
民
」と
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
を
い
い
ま
す
。

①
村
内
に
住
所
を
有
す
る
者

②
村
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を

　　

美
浦
村
で
は
、
難
病
患
者
の
方

に
対
し
「
難
病
患
者
支
援
費
」
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

◇
受
給
資
格
者　

美
浦
村
に
居
住

し
、
茨
城
県
か
ら
発
行
さ
れ
た

一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

を
保
持
し
、
現
に
治
療
を
受
け

て
い
る
方
ま
た
は
そ
の
保
護
者

◇
申
請
方
法　

一
般
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
、
印
鑑
、
振
込
先

の
分
か
る
も
の
を
持
参
の
う
え
、

年
２
回（
８
月
と
２
月
）、
役
場

福
祉
介
護
課
で
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
申
請
書
は
、
役
場
福

祉
介
護
課
に
あ
り
ま
す
）

◇
支
援
費
の
額　

月
額
３
０
０
０

円
（
申
請
者
個
々
の
金
融
機
関

の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
）

◇
問
合
せ　

役
場
福
祉
介
護
課

　

村
で
は
、「
人
と
自
然
が
輝
く
ま

ち
美
浦
」
を
目
指
し
、
健
康
増
進

と
食
育
推
進
を
総
合
的
に
取
り
組

む
た
め
の
第
二
次
健
康
づ
く
り
計

画（
健
康
増
進
・
食
育
推
進
）（
案
）

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

有
す
る
個
人
及
び
法
人
そ
の
他

の
団
体

③
村
内
の
事
務
所
又
は
事
業
所
に

勤
務
す
る
者

④
村
内
の
学
校
に
在
学
す
る
者

⑤
本
村
に
対
し
て
納
税
義
務
を
有

す
る
個
人
及
び
法
人
そ
の
他
の

団
体

⑥
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

手
続
に
係
る
事
案
に
利
害
関
係

を
有
す
る
個
人
及
び
法
人
そ
の

他
の
団
体

◇
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
健

康
増
進
課
）
☎
８
８
５

－

１
８

８
９
、
F
A
X

：

８
８
５

－

８

２
９
５
、E

-m
a
il

：in
fo
@
v
ill.

　

m
ih
o
.lg
.jp

　

親
子
に
よ
る
夢
の
共
演
。
ふ
た

つ
の
ギ
タ
ー
が
織
り
な
す
美
し
き

日
本
の
叙
情
歌
を
あ
な
た
へ
。（
東

日
本
大
震
災
支
援
の
一
環
）

◇
日
時　

２
月
２３
日（
日
）午
後
２

時
開
演（
午
後
１
時
３０
分
開
場
）

◇
会
場　

つ
く
ば
カ
ピ
オ
ホ
ー
ル

◇
入
場
料
（
全
席
指
定
）　

３
５
０

０
円（
当
日
券
４
０
０
０
円
）

＊
チ
ケ
ッ
ト
の
お
申
し
込
み

：h
t

　

tp
://k
im
u
rad
ai.co

m
/

◇
主
催　

木
村
ギ
タ
ー
音
楽
院
／

木
村
音
楽
事
務
所

◇
後
援　

美
浦
村
／
美
浦
村
教
育

委
員
会

◇
問
合
せ　

木
村
ギ
タ
ー
音
楽
院

☎
８
８
５

－

７
０
１
９
、
木
村

音
楽
事
務
所
☎
０
２
９

－

８
２

１

－

０
５
４
４
、
つ
く
ば
カ
ピ

オ
ホ
ー
ル
☎
０
２
９

－

８
５
１

－

２
８
８
６

　

地
域
に
体
操
の
輪
を
広
げ
よ
う

と
、
子
ど
も
た
ち
の
体
操
・
新
体

操
・
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
演
技
発
表

を
中
心
に
、
保
護
者
と
指
導
者
が

一
丸
と
な
っ
て
開
催
し
ま
す
。
ゲ

ス
ト
に
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
Ｏ

Ｎ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｅ
の
皆
さ
ん
、
賛

助
出
演
に
茨
城
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
社
交
ダ
ン
ス
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
を
ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◇
日
時　

２
月
２３
日（
日
）午
後
１

時
３０
分
〜（
午
後
１
時
開
場
）

◇
会
場　

美
浦
中
学
校
体
育
館

◇
主
催　

美
浦
体
操
ク
ラ
ブ

◇
後
援　

美
浦
村
、
美
浦
村
教
育

委
員
会
、
美
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ

◇
問
合
せ　

美
浦
体
操
フ
ェ
ス
テ

　

ィ
バ
ル
事
務
局
☎
８
８
５

－

７

７
７
１

　

村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
か

れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
必
要

な
心
構
え
や
技
術
を
高
め
よ
う
と

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ

て
い
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や

っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
の

交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

３
月
８
日（
土
）午
前
１０

時
〜
正
午

◇
場
所　

村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階
会
議
室

◇
講
師　

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

加
奈
氏

◇
内
容　

朗
読
教
室
〜
話
・
語
・

読
・
誦
の
音
声
表
現
を
学
ぶ
〜

◇
参
加
費　

無
料

＊
当
日
参
加
可
で
す
が
、
資
料
準

備
の
た
め
、
左
記
ま
で
電
話
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
村
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）
☎
８
８
５

－

７
０

８
０

難
病
患
者
支
援
費
支

給
の
ご
案
内

美
浦
村
内
に
住
宅
を
取
得
し
て
定
住
さ
れ
た
方
に
、

　
　
　

「
美
浦
村
定
住
促
進
奨
励
金
」を
交
付
し
ま
す
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「
食
べ
物
」
に
つ
い
て
親
子
で

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

「
霞
ヶ
浦
圏
域
河
川
整
備

計
画
」
へ
の
ご
意
見
募
集

安
全
な
建
築
物
の
最
後

の
仕
上
げ
「
完
了
検
査
」

心
身
に
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
へ
〜
減
免
制
度

泉
武
夫
先
生
を
招
い
て
講
演

◇
定
員　

２
０
０
人（
事
前
登
録
制
）

◇
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
職
業
を
記
入
し
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

関
東
農
政
局

土
浦
地
域
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９

－

８
４
３

－

６
８
９
２
、
Ｆ
Ａ

Ｘ

：

０
２
９

－

８
４
３

－

１
４

１
１

　

建
築
確
認
を
受
け
た
建
築
物
が

完
成
し
た
際
に
は
、
完
了
検
査
を

受
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
検
査
は
、
建
築
物
の
強
度

や
避
難
等
の
基
本
的
な
性
能
に
つ

い
て
、
建
築
基
準
法
に
よ
る
関
係

規
定
へ
の
適
合
を
法
定
機
関
が
現

地
に
お
い
て
確
認
す
る
も
の
で
す
。

検
査
を
受
け
る
た
め
に
は
、
工
事

完
了
時
に
『
完
了
検
査
申
請
書
』

を
管
轄
の
行
政
機
関
ま
た
は
指
定

確
認
検
査
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
検
査
後
に
交
付
さ

れ
る
『
検
査
済
証
』
は
、
建
築
物

の
安
全
性
等
が
確
認
さ
れ
た
適
合

建
築
物
の
証
で
あ
り
、
建
築
物
の

売
買
や
融
資
を
受
け
る
際
や
増
改

築
時
に
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

　

県
で
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
方
に
設
け
て
い
る
減
免
制
度
の

う
ち
、
自
動
車
税
に
係
る
減
免
申

請
の
受
付
を
美
浦
村
で
行
い
ま
す
。

◇
日
時　

２
月
１９
日（
水
）・
３
月

１９
日（
水
）午
前
１０
時
〜
正
午
、

　

午
後
１
時
〜
４
時

◇
会
場　

役
場
１
階
相
談
室

＊
車
の
新
規
登
録
や
自
動
車
取
得

税
に
係
る
減
免
は
、
水
戸
ま
た

は
土
浦
税
務
事
務
所
自
動
車
税

分
室
で
お
願
い
し
ま
す
。

◇
必
要
な
書
類　

減
免
の
要
件
に

よ
り
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す

の
で
、
左
記
の
県
税
事
務
所
ま

で
必
ず
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

土
浦
県
税
事
務
所
収

税
第
三
課
☎
０
２
９

－

８
２
２

－

７
２
３
０

◇
日
時　

３
月
１
日（
土
）午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
１２
時
３０
分

◇
会
場　

茨
城
県
立
医
療
大
学

　

（
阿
見
町
阿
見
４
６
６
９

－

２
）

◇
内
容　

真
の
食
育
と
は
何
か
を

テ
ー
マ
に
全
国
で
ご
活
躍
の
小

も
あ
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

茨
城
県
県
南
県
民
セ

ン
タ
ー
建
築
指
導
課
☎
０
２
９

－

８
２
２

－

８
５
１
９

◇
日
時　

２
月
２３
日（
日
）午
前
１０

時
〜
午
後
２
時
４５
分

◇
会
場　

つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

　

ー（
つ
く
ば
市
吾
妻
１

－

１０

－

１
）

◇
内
容　

人
工
肛
門
･
人
工
ぼ
う

こ
う
の
方
の
勉
強
会

◇
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
弁
当

　

・
資
料
他
）

◇
申
込
締
切　

２
月
１７
日（
月
）

◇
申
込
･
問
合
せ　

公
益
社
団
法

人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
茨
城

県
支
部（
山
之
内
）☎
０
２
９
７

－

６
２

－

７
４
６
３

　

茨
城
県
の
特
定
最
低
賃
金
が
、

次
の
①
〜
④
の
と
お
り
に
改
正
決

定
さ
れ
ま
し
た
。（
効
力
発
生
日

：

平
成
２５
年
１２
月
３１
日
）

①
鉄
鋼
業

：

時
間
額
８
１
８
円

②
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機

械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製

造
業

：

時
間
額
７
９
８
円

③
計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機
器

　

・
試
験
機
・
理
化
学
機
械
器
具
、

医
療
用
機
械
器
具
・
医
療
用
品
、

光
学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
、
電

子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回

路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通

信
器
具
、
時
計
・
同
部
品
製
造

業

：

時
間
額
７
９
３
円

④
各
種
商
品
小
売
業

：

時
間
額
７

６
７
円

◇
問
合
せ　

茨
城
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
９

－

２
２
４

－

６
２
１
６

　

霞
ケ
浦
圏
域
の
県
が
管
理
し
て

い
る
河
川
を
対
象
に
、
洪
水
対
策

に
関
す
る
こ
と（
治
水
）、
農
業
用

水
等
の
河
川
水
の
利
用
に
関
す
る

こ
と（
利
水
）、
河
川
環
境
の
保
全

に
関
す
る
こ
と（
環
境
）等
に
つ
い

て
、
河
川
整
備
計
画
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
計
画
に
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

計
画
の
原
案
を
公
表
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
覧
の
う
え
、
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◇
縦
覧
期
間　

２
月
１４
日（
金
）〜

２８
日（
金
）＊
土
日
曜
日
・
祝
日

は
除
く
。

◇
縦
覧
場
所　

竜
ケ
崎
工
事
事
務

所
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
の
河

川
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
縦
覧

で
き
ま
す
）

◇
問
合
せ　

竜
ケ
崎
工
事
事
務
所

河
川
整
備
課
☎
０
２
９
７

－

６

５

－

１
７
１
６

オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会

茨
城
県
の
特
定
最
低
賃
金
改
正

◇使用機器
　学校：クリアパルス　Ａ２７００
　役場：日立アロカメディカル　ＴＣＳ―１７２Ｂ
◇測定放射線　γ線

（単位：μＳｖ/ｈ）

木原小学校

測定日１月２０日

測定日１月２０日

測定日１月２０日

測定日１月２０日

測定日１月２２日

安中小学校

大谷小学校

美浦中学校

美浦村役場

校庭（地上高５０㎝）

校舎内

０．０９４

０．０７７

０．１０４

０．０７１

０．０９４

０．０６５

０．１０７

０．０８６

校庭（地上高５０㎝）

校舎内

校庭（地上高５０㎝）

校舎内

校庭（地上高１ｍ）

校舎内

駐車場（地上高１ｍ）

庁舎内

０．１１

０．０７

村内小・中学校、
　美浦村役場の放射線量率
村内小・中学校、
　美浦村役場の放射線量率



2広報みほ　平成２６年２月号1919 広報みほ　平成２６年２月号広報みほ　平成２６年２月号

君が代伴奏　小西孝賢さん（土屋）

久しぶりの再会に話が弾む新成人の皆さん

開式の辞　山口康平さん（下舟子）

一生に一度の記念撮影です

閉式の辞　川﨑 司さん（信太）式典はおごそかに進められました

　

住
民
課
で
は
、
窓
口
時
間
の
延

長
や
電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
等

の
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通
常

の
業
務
内
容
と
は
異
な
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
の
際
は
電
話
等
で
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
課
窓
口
延
長
サ
ー
ビ
ス

◇
２
月
の
実
施
日　

２
月
１２
日
・

２６
日
（
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

〔
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
〕に

実
施
し
て
い
ま
す
）

◇
実
施
時
間　

午
後
５
時
１５
分
〜

午
後
７
時

◇
取
扱
業
務　

各
種
証
明
書
（
住

民
票
・
戸
籍
の
証
明
書
・
印
鑑

登
録
証
明
書
）
の
発
行
、
印
鑑

登
録
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
、

戸
籍
届
書
の
預
か
り
（
審
査
・

受
理
決
定
は
後
日
）

＊
転
入
・
転
出
・
転
居
等
の
住
民

登
録
業
務
は
取
扱
い
で
き
ま
せ

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証

明
書
は
、
事
前
に
平
日
の
午
前

８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

に
電
話
予
約
し
た
も
の
を
、
土

日
・
祝
日
の
役
場
閉
庁
時
に
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

予
約
の
際
は
必
ず
、
証
明
書
を

受
け
取
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

が
直
接
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ　

役
場
住
民
課

〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

○
丸
山
和
昭
様（
舟
子
）よ
り
、
色
紙

○
増
尾
絵
里
子
様（
土
浦
市
）よ
り
、

古
切
手

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
対
象
者　

平
成
２６
年
３
月
お
よ

び
平
成
２７
年
３
月
卒
業
予
定
の

大
学
生
等（
事
前
申
込
不
要
）

◇
日
時
お
よ
び
場
所

＊
２
月
２４
日（
月
）午
前
１０
時
〜
、

　

午
後
２
時
〜（
２
部
制
）／
水
戸

三
の
丸
ホ
テ
ル

＊
２
月
２８
日（
金
）午
前
１１
時

：

就

活
セ
ミ
ナ
ー
、
午
後
１
時

：

企

業
説
明
会
・
就
職
面
接
会
／
ホ

テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

◇
問
合
せ　

茨
城
労
働
局
職
業
安

定
課
☎
０
２
９

－

２
２
４

－

６

２
１
８
、
茨
城
県
労
働
政
策
課

☎
０
２
９

－

３
０
１

－

３
６
４
５

　

　

善　
　

意

平
日
住
民
課
窓
口
に

来
ら
れ
な
い
方
へ

「
が
ん
ば
っ
ぺ
！
茨
城
」企

業
説
明
会
＆
就
職
面
接
会

◎
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証

明
書
の
休
日
交
付
（
電
話
予
約

制
）

教育相談

＊相談日以外は留守番電話又はＦＡＸで

事前連絡のうえお出かけください

日時 毎週水・木曜日
（電話受付　火～金）
午前９：００～１２：００
午後１：００～３：３０

電話相談 ☎・　８８５－７７８８ＦＡＸ

弁護士による法律相談

＊事前に申込みをされていない方は、
　お待ちいただく場合があります。

心配ごと相談

会場・申込先
　老人福祉センター☎８８５－７０８０
主　　催　美浦村社会福祉協議会

日時 毎週月曜日
午後１：００～３：００

　（祝日・年末年始を除く）

＊３月５日（水）午前８：３０より申込受付

日時 ３月１９日（水）
午後１：３０～３：３０

障がい者相談

行政相談

国の仕事のことなどで困ったときは
ご相談ください（予約不要）

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等
何でもご相談に応じます（予約不要）

日時

場所

２月２７日（木）
午前１０：００～１２：００
役場１階住民相談室

日時

場所

２月１７日（月）
午後１：００～３：００
老人福祉センター

来所相談 光と風の丘公園クラブハウス

問合せ先　役場福祉介護課

固 定 資 産 税

国民健康保険税

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

（４期）

（６期）

（８期）

（８期）

＊納期限は２月２８日（金）です。

２月の納税
自衛官募集 ～自衛官候補生（男子）

◇応募資格　１８歳以上２７歳未満の者（平成２６年４月１日現在）
◇受付期間　年間を通じて行っています。
◇試　験　日　受付時にお知らせします。
◇問　合　せ　自衛隊茨城地方協力本部
　　　　　　龍ヶ崎地域事務所☎０２９７－６４－３３５１
＊自衛隊茨城地方協力本部ホームページ
　　　　http://www.mod.go.jp/pco/ibaraki/



成長した友人や懐かしい恩師と
　　　　　　　久しぶりの再会！
　　　　　　　　　　　　　　　　　( 成人式会場にて )

鈴 木 　 要さん
（　下舟子　）

①懐かしさが蘇ってき
　ます。皆見た目は変
　わっても中身は変わ
　っていなくて、楽し
　かったです。
②皆とお酒を飲むこと。
③音楽を学んでいるの
　で、音楽に携わる仕
　事に就きたい。
④自然豊かで良い村。
　交通をもっと便利に。

佐 藤 　 匠さん
（　布佐南部　）

①これからは成人とし
　ての心構えを持って
　いきたいと思います。
②自動車の知識を高め
　て、将来の仕事と自
　分の車に活かしたい。
③お客様に信頼される
　整備士になりたい。
④もっと村が持つ自然
　の良さをＰＲしたほ
　うが良いと思います。

福 田 優 輝さん
（　馬見山　）

①会場で皆に会い、や
　っと成人になった実
　感が湧きました。
②趣味の筋トレをして
　いるとき。
③仕事についたら沢山
　お金を稼いで、幸せ
　な家庭を築きたい。
④田舎だけど自然が豊
　かなので、それが素
　晴らしいと思います。

正慶宗一郎さん
（　八井田　）

①成人の実感はありま
　せんが、皆に会って
　懐かしく感じました。
②オーディオ製作が趣
　味で、アンプやスピ
　ーカーを作ること。
③趣味の延長線上の仕
　事に就きたい。一般
　的な家庭が理想です。
④夜空が見える自然が
　あって良いと思う。

〈平成２６年１月１日現在の人口と世帯数〉 男８,６５６　女８,２２６　計１６,８８２（前月比－１２）世帯数６,７９４（前月比－７）

広報みほ（№６２３・平成２６年２月号）
 ■編集・発行／美浦村役場　〒３００－０４９２ 茨城県稲敷郡美浦村受領１５１５　ＴＥＬ０２９（８８５）０３４０　ＦＡＸ （８８５）４９５３ 再生紙を使用

しています。

長 澤 里 奈さん
（　信　太　）

①久々に地元の友達と
　会えてとても嬉しい
　です。
②成人式後の同窓会。
③夢だった保育士とい
　う目標は達成したの
　で、後はプロ意識を
　高めて仕事をしたい。
④友情に熱い村。これ
　からも良き絆を育め
　る村でいてほしい。

２０歳の心境を
　　聞いてみました！
２０歳の心境を
　　聞いてみました！
２０歳の心境を
　　聞いてみました！
２０歳の心境を
　　聞いてみました！

梅田亜莉沙さん
（　－　）

①しっかり
　した大人になりたい。
②学校で友達と話すこ
　と。
③パティシエになるこ
　と。
④自然が豊かで良いと
　ころだと思います。

①成人式（２０歳）を迎えての心境　②今、一番の楽しみ

③将来の目標・夢　④美浦村をどう思いますか？　村に望むこと

①成人式（２０歳）を迎えての心境　②今、一番の楽しみ

③将来の目標・夢　④美浦村をどう思いますか？　村に望むこと
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